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2025年度(令和7年度)事業報告書

※市指定 =今須坂市からの指定管理事業

※市受託 =今須坂市からの受託事業

※市町村受託 =今 須坂市・小布施町・高山村からの受託事業

I地域福祉推進事業

1.基盤強化と地域福祉活動の推進

(1)理事会・評議員会等の開催

ア監査会 (5月 23日 社会福祉協議会会議室)

2025年度 事業報告及び一般会計収入支出決賢等について

イ第 198回理事会 (5月 30日 社会福祉協議会会議室)

2024(令和 6)年度 事業報告及び一般会計収入支出決算等について、定款の一部改正につい

て、欠員による評議員候補者の推薦について、理事・監事候補者の選定について、評議員

選任・解任委員会の委員について、評議員候補者の推薦について

ウ第 21回評議員選任・解任委員会 (6月 6日 書面決議)

欠員による評議員の選任について

エ第 123回評議員会 (6月 17日 須坂市シルキーホール)

2024(令和 6)年度 事業報告及び一般会計収入支出決算、理事の選任等について

オ第 199回理事会 (6月 17日 須坂市シルキーホール)

会長の選定について

カ第 200回理事会 (11月 13日 須坂市生涯学習センター)

2025(令和 7)年度 一般会計収入支出補正予算、会長及び常務理事の業務執行状況につい

て、介護保険事業の経営状況について、老人福祉センター永楽荘の今後の運営について

キ第 201回理事会 (3月 13日 社会福祉協議会会議室)

2026(令和 8)年度 事業計画、一般会計収入支出予算、第三者委員の選任について、理事

候補者の選定について、評議員候補者の推薦について

ク第 22回評議員選任・解任委員会 (3月 16日 書面決議)

評議員の選任について

ケ第 124回評議員会 (3月 23日 須坂市シルキーホール)

評議員選任解任委員会の審議結果について、第三者委員の選任報告について、

2026(令和 8)年度 事業計画、一般会計収入支出予算、理事の選任について

(2)財源基盤の確立

ア基本財産

イ社会福祉協議会会費

会費種類

1，000，000円

青j里会員会費(1世帯 500円)
R7年度(円)

6，550，768 

|総括衰支出(1)1 

R6年度(円) j前年度比例)

6，718，962 i 97% 

篤特日志rj会会員員会会費費 ((11口口 25，9O0000円円一 一9一15025一人戸 一一-iL，8O094己，，OOOOOo -一一iLL8ii36O，，OOOOKo;一一一9切8%弘

l口k 計 9，449，768 9，694，962 : 97.4% 
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ウ基金及び積立額単位:円

R7年度増減

O 

総合計 463，089，579 O 463，089，579 

エ 寄付金・寄付物品及び使途

-法人運営 金品寄付 17件 447，503円(須坂市消防団よりロールスクリーン

購入代 126，500円含む)

物品寄付 52件

その他寄付

〔ファミマフードドライブ〕

市内ファミリーマート 3匝舗(須坂小島匝・須坂駅南唐・須坂相之島唐)

に回収ボックスを設置。ご提供いただいた食品を、市内の子ども関係、

生活困窮者関係の団体に引渡し。 寄贈品総量 340 kg 

〔コープながのパン寄贈〕

コーフつながのよりパンを寄贈いただ、き、市内の子ども関係、障がい関係、

生活困窮関係の団体へ引渡し。 週1回毎週水曜日 延 51回 10，872個

-介護運営 金品寄付 3件 80，000円

物品寄付 59件

(3)支部活動の支援

ア社協 12支部事業推進の為、支部活動費の交付 交付額 2， 785 ， 000 円|総括衰支出(8~

イ役員研修視察 区長会研修視察と共催 5月 16日・ 17日(1泊 2日 石川方面)

(4)苦情解決システム・第三者委員会の開催

ア 苦情受付件数

苦情の内容 件数

①職員の接遇に関するもの 3件

②提供しているサービスに関するもの 1件

③事故・被害・損害に関するもの O件

④その他(車両の駐車について) O 件

合計 4件

イ 第三者委員会の開催 3月3日

ウ第三者委員 高津龍一氏竹前みち子氏

2.広報・啓発活動の推進

(1)広報紙「助け合い起こしすざか」発行 毎月発行発行部数 19，500部全戸配布

(2) r社協要覧」発行 7月発行 発行部数 560部役員・関係機関等へ配布

(3)社協ホームページ・社協情報ブログの運営管理 随時更新ブログ85件掲載

(必第74団長野県社会福祉大会(主催長野県社協・県共同募金会)

(イ言外|ふっころフェステイノミノレ2025 併催)

11月 15日 北野文芸座表彰・スペシャルトークセッション他
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長野県共同募金会会長感謝表彰 募金ボランティア功労者

高木目道子 民生児童委員様/佐藤政世 民生児童委員様

渡辺淳子 民生児童委員様/岡田俊昭 民生児童委員様/有坂裕子 民生児童委員様

|総括表支出(7~

(5)第41回ふれあい広場開催

概要 ・障がい者の社会参加Eボランティアの輸を広げることを目的に、ボランティア連絡協

議会を含む約 70団体の実行委員会を中心に開催する市民の福祉まつり

※地元企業協賛くじ引き(1回 100円)は全額、日本赤十字社を通して

・令和 6年能登半島地震災害義援金(37，375円)

・令和 6年能登半島大雨災害義援金(37，375円)として送金 (合計 74，750円)

・実行委員会 3回、三役会・運営委員会 11回

実施日 場所 来場者 概要

メセナ
-福祉施設の自主製品の販売、作品展示

10月 18日 約 1，600人 -地元企業協賛くじ引き
ホール

-白バイ、パトカ一、サポカーの展示等

|総括表支出(12~

3.助け合い起こし支援事業

(1)助け合い推進大会「テーマ『助けて!.nと言ってみようその一言で助け合いがはじま

る・・・」の開催

2月 14日 メセナホール小ホール参加者約 250人

ア オーフJニング みんなで体を動かそう 1 出演ディスコダンスクラブの皆様

イ 福祉貢献者表彰

ウ “ごちゃまぜ"で人と人がつながる地域づくり 1______こどく」と「こりつ」に向かい合う~

講師:漬野将行氏(一般社団法人 えんがお代表理事)

(2) rこころ・つなぐ・助け合い」事業(住民参加型助け合い支援事業)
-有償サービスを活用した地域の助け合いによる日常生活の支援(外出、通院、ゴミ出し、見

守り等)をする事業

(3)住民参加による地域福祉事業

ア新・地域見守り安心ネットワーク事業推進

-平成 19年度より行政も一緒になり、在宅の一人暮らしや寝たきり高齢者、高齢者夫婦世帯、

障がい者世帯等の不測の事故を未然に防止するため、地域の見守りと災害時での避難体制作

りを区が主体となり対策会議及びネットワーク組織表・地図の作成への協力

イふれあいサロン(気軽な楽しい集まり)立ち上がり状況 ※市受託

ウサロン代表者会を年 l回行い、様々な助け合いの情報・各サロン発の情報交換を行う

7月8日 須坂市シルキーホール

講師:坂本美夏子様 「音の和ひろばハピカノレ総括衰支出(11 ~ 

(却すざか助け合い推進センター活動

“住みやすい福祉のまち須坂"実現のための拠点とし、また、誰もが気楽に立ち寄れるお茶飲
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み場として開放

アすざか助け合い推進センターの管理運営

月平均 84人利用

イ隠れた芸術家発見・個人作品展を社協事務所玄関ロビーに随時展示

ウ子ども服リユースの準備・実施 全 22回開催、参加者延 1，005名

(5)地域生活支援事業

ア各地区役員会・総会等で福祉懇談会 社協各支部・地区民協等において実施(文書審議等

含む)

イ社協支部主催ひとり暮らし高齢者等交流会食会 8支部 9回開催 参加者 1，172人※市受託

本年度も、新型コロナウィルス感染拡大予防の観点から対象者の皆様にお弁当をお届けし安

否確認等していただ、くことも事業対象とした

ウ民協地域福祉活動推進事業 民協活動支援の為の活動推進費の交付

10地区交付額 109，500円 |総括表支出(8)(9~

4.ボランティア活動推進事業

(1)ボランティアセンターの運営

アボランティアの登録、斡旋、相談、需給等のコーディネート(連絡調整)

相談数 146件、調整数 185件

イボランティア情報の発信。広報紙「助け合い起こしすざか」にボランティア情報を掲載

ウ福祉ボランティアセンターの管理運営 ※市指定

月平均 33団体、 227.0人利用、年度末登録団体数 37団体

月 月Ij 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 言十 前年度

利用団体数 39 31 34 31 27 30 34 35 32 33 31 40 397 356 

利用人員 280 193 262 202 175 214 209 251 222 233 223 261 2，725 2，285 

前年度比

111.5% 

119.2% 

|総括表支出(19)(20~ 
(2)ボランティアの育成・研修事業

ア 市民向けボランティア講座

① 防災ワークショップ みんなで学ぼうさいゲームで学ぶ、防災の備え~

実施日 場所 参加者 概要

須坂市社会福 講師堀込明紀氏 日赤長野県支部

6月 27日 祉協議会 5人 内容 日赤防災プログラム「ぼうさいまちがいさが

大会議室 し」を使い防災について勉強。

② コーヒーボランティア養成講座 ~趣味の一杯が誰かの一杯に~

講師・協力 古畑陽平氏地域おこし協力隊

実施日 場所 参加者 概要

11月 26日 須坂市旧上高 12人 ①基本的なコーヒーの知識・掩れ方等について、皆で

12月 22日 井郡役所 14人 交流しながら学んだ。

1月 28日
須坂市旧上高

18人
②大勢に提供するコーヒーの掩れ方、役割分担等につ

井郡役所 いて学び、実際にコーヒーを掩れ体験した。
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須坂市社会福
③ミーァイング(グループ。発足)

2月 19日 祉協議会 14人
育豊様に訪問予定であったが感染症のため中止。急、j墨

大会議室
ミーティングを行い、会が発足した。

名称は「すざカフェレインボー」に決定。

さくらの社
④提供体験

3月 5日
育豊

13人 施設に訪問し利用者の皆様約 60名にコーヒーの提供

を初体験。

③ 炊き出し研究会

実施日 場所 参加者 概要

1月 30日
中央公民館

10人
講師 北津礼子氏・堀尾智子氏 須坂市赤十字奉仕団

調理室 炊き出し体験

3月 8日
百々川

10人 須坂青空フェスで非常食(蒸しパン)提供
緑地公園

④ 音楽療法体験講座「音楽と健康の関係を知ろう!J ""ミュージックセラピーを体験~

実施日 場所 参加者 概要

須坂市旧上高
講師坂本美夏子氏音楽療法士

2月 6日
井郡役所

54人 内容 音楽療法の知識を学ぶだけでなく実際に体を動

かし楽器にふれる体験を行った。

⑤ 「自分も相手も笑顔になるコミュニケーション講座」

実施日 場所 参加者 概要

須坂市旧上両
講師 跡部奈美氏 ココロカラダサポート Cocohana

3月 9日 56人 代表
井郡役所

内容 実践しやすいコミュニケーション技法を学んだ。

|総括表支出(13~ 

イ 福祉施設体験教室サマーチャレンジボランティア ※市受託

高校生以上を対象に、夏季休日肢を利用し福祉施設、ボランティア団体等でボランティア体験を

推進する事業

実施日 | 場所 | 参加者 | 概要

7月 22日""1 福祉施設 40人 |・施設利用者さんとの交流や軽作業のお手伝い

8月 31日| 保育園等 1 (延 120回) 1 ・園児や児童と交流

ウ ボランティア保険等加入促進

保険種類

[ボランティア活動保険]

[ボランティア行事用保険】

[福祉サーピス総合補償]

[送迎サービス補償]

[社協の保険]

エ ボランティア団体育成及び活動費補助

補助金 255，000円 (7団体)

オ 災害ボランティア派遣事業 ※市受託

場所

石川県輪島市(大沢)

加入件数

1，3951牛

116件

参加者(延べ)

12人 (12人)

9{牛

2件

1件

概要

被災地の片づけ
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9月 I 3日間 |石川県輪島市(大沢 I 13人 (25人) I被災地の片づけ

大震災等被災地支援のためボランティアを派遣する事業

|総括表支出(14)(26~

カ 傾聴ボランティア

月 1回、傾聴の基礎研修を受けた傾聴ボランティアが、申し込みがあった、ひとり暮

らしの高齢者や困難を抱える利用者の話に寄り添いながら「じっくり聴くこと」で孤独や

不安を和らげる活動

傾聴ボランティア登録者数 14名

傾聴利用者登録者数 16名 (内新規3名)

社協への年間相談件数 71件

(3)須坂市ボランティア連絡協議会の活動推進

加入団体 61団体 市内ボランティア者数 3，438人

ア須坂市ボランティア連絡協議会総会(代議員会 4月 25日

イ須坂市ボランティア連絡協議会三役会・運営委員会開催 (三役会 2回、運営委員会 9回)

ウ 「須坂カッタカタまつり」への参加 (連名:ふれあい連)7月 19日 参加者数 88名

|総括表支出(17)(30~ 
ヱ ボランティア・市民交流研究集会

実施日 場所 参加者 概要

講演会&交流会「無理なくできる災害への備え

~現場経験から伝えたいこ土 ~J

生涯学習 講師:小林正孝氏

3月 14日 センター 87人 (須坂市ボランティア連絡協議会 会長)
3階ホール 福祉施設 5施設出唐

(須坂ひだまり作業所・ぶどうの家・ポポラス・

信州そば工房きずな・楓舎)

|総括衰支出(17~ 
オ ステップアップ研修会 (須坂市ボランティア連絡協議会役員対象)

実施日 場所 参加者 概要

11月 20日
須坂市社会

16人
須坂市、上田市の両ボランティア連絡協議会のスタッ

福祉協議会 ブの皆さんと情報交換、交流会を実施。

|総括衰支出(2)(17)1

5.高齢者福祉対策事業
(1)須坂市自立生活特別支援事業 ※市受託

-自立した日常生活の継続に必要な、介護保険法による給付等では対応できない生活援助、身体

介護等を行う事業

対象者:介護保険非該当でおおむね 65歳以上の高齢者及びその家族で特別な生活支援が必要

と認められるもの

-訪問件数 1件訪問回数 5回

(入院されていて、退院後自宅で生活するスペースの確保(ごみ片づけ・家具の移動)の

支援など)総括表支出(58~
(2) 脳げんき教室 ※市受託

・認知症、閉じこもり、うつ予防への支援が望ましい高齢者(総合事業の事業対象者)に対し、

脳活性化訓練プログラムを提供し、重症化防止と脳機能の維持活性化を図る事業

開所日… 週 1回 開催場所…老人福祉センターくつろぎ荘

利用料… 1回250円



― 25 ―

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度 前年度比

開所日数 4 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 47 46 102.2% 

登録者数 6 7 7 6 6 6 6 6 7 7 6 5 75 74 101.4% 

延利用者数 18 20 27 23 20 21 20 21 22 24 20 14 250 231 108.2% 

|総括表支出(56~
(3)生きがい活動支援通所事業(生きがいデイサービス) ※市受託

-デイサービスセンターすえひろにおいて介護予防・生活支援サービス事業対象者及び要支援

認定を受けている者を対象に、健康でいきいきと生活をしていくための支援を行う

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 言十 前年度 自下再度比

開所H数 17 17 17 15 16 18 17 14 16 15 14 16 192 190 101.0% 

登録者数 27 26 25 24 25 23 24 23 28 20 19 20 284 322 88.2% 

延利用者数 99 94 83 85 73 76 開 69 75 66 回 75 954 1，141 83.6% 

|総括衰支出(55~

(4)福祉移送サービス事業(リフト付き車両による送迎)

・通院等の外出が困難な在宅の高齢者および障がし、者の外出を支援する事業

利用対象者・一介護度 2以上及び日常生活自立度 B 以上または、身体障者手帳 1種 1級及び 1

種 2級の下肢機能障がい、視覚障がい、体幹機能障がい、峰の原高原に居住する要支援・要

介護者

利用内容… 在宅福祉サーピス提供施設への通所・入退所、医療機関への通院・入退院

運行範囲… 市内および、須坂市を発着地正し長野市・中野市・小布施町・高山村

利用料金・・・ 一回につき 2kmまで 300円、以降 5km毎に 100円の加算

ア利用実績

月別

利用回数

イ 国土交通大臣認定移送サービス運転者講習

(5)食の自立支援事業 ※市受託

-おおむね 65歳以上の高齢者等で、虚弱・心身の障がい・傷病等の理由により調理が困難な方

に、配食サービスを行い栄養の偏りがちな食生活の改善を図り、併せて安否確認を行う事業

利用料… 1食 475円(おかずのみ 421円)→2026.4月 '"'-'1食 680円(おかずのみ 630円)

月 矧l 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 前年度
前年度

上ヒ

利用人員 171 167 165 164 167 170 172 179 166 163 167 147 1，998 2，064 96.8% 

配食数 4，日4 4反i5 4545 4，500 4，孟当日 4，お4 4，449 4，300 4539 4，417 4，130 4，必4 53，197 56.256 94.5% 

1日平均昼食 58食、夕食 87食 |総括表 支出(36~

(6)いきいき外出事業

-介助がなければ外出できない身体に障がいのある方、介護が必要な高齢の方、ひとり暮らし、
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運転免許の返納等による様々な理由から、普段なかなか外出機会のない方を対象に、観光・

お花見等のお出かけを支援する事業

※1人 2箇所まで参加可能

①菜の花(飯山市)

実施日:4/18、4/22、4/24(計3日間)

②海・能生方面(新潟県)

延参加者数:36名(ボランティア含め 82名)

実施日:6/3、6/10、6/26、7/4(計4日間)延参加者数:69名(ボランティア含め 144名)

③新緑のお寺巡り(長野市 昌禅寺・長野市善光寺)

実施日:9/2、9/12、9/18(計3日間) 延参加者数:26名(ボランティア含め 63名)

④紅葉狩り(飯綱町霊仙寺湖)

実施日:11/7、 11/11、11/14(計3日間) 延参加者数:61名(ボランティア含め 111名)

(7)一人暮らし高齢者安心コール事業 ※市受託

-一人暮らし高齢者に対し、ボランティアからの電話により、定期的なコミュニケーションを

図るとともに安否確認を行う事業

週 2回火・木実施 利用者41人 月平均 111回

-ボランティアと利用者との交流会 5月 28日(水)開催 参加者30名

|総括表 支出(27~
(8)すえひろハイツ高齢者住宅生活援助事業 ※市受託

・高齢者が安全で住みやすく楽しく生き生きと暮らしていくため、朝夕の安否確認及び日常生

活上の相談や援助をする事業

・シルバーハウジング入居者 18戸 18人 相談援助実績 9件

生活指導.相談 |安否確認の訪問|一時的家庭援助|関係機関へ連絡| 家族との連携

O o 1 62  
・ふれあいサロンの開催 11回 参加者延 63人 ※11月は都合により中止

-緊急システム作動 18回 [電話対応O回・水センサー13回・誤報5回]

|総括表 支出(53)(57~

(9)生活支援サービス体制整備事業 ※市受託

・「生活支援コーディネーター」を設置し、困りごとを地域で助け合う仕組みづくりをして

し1く事業

旭ケ丘地区生活たすけ合いの会定例会・総会出席

地域包括支援センター業務連絡会議(毎月)に出席し連携

地域ケア会議(毎月)に出席し連携

各地区ふれあいサロンの開催支援

地域ささえあい型事業ボランティア養成講座開催

住民同士の支え合いによる生活支援活動に備え、運転講習を開催。

実施日 7月4日

場 所:ドリームモータースクール須坂

参加者 :6人
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内容:[講義〕

・高齢者の心と体について 講師高相道子さん

-安全運転講習 講師 ドリームモータースクール須坂

〔実技〕 運転講習~参加体験型安全運転講習~

6.障がい者福祉対策事業

(1)重度心身障がい児(者)入浴サービス事業 ※市受託

月 思リ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 言十 前年度 前年度比

人 員 5 5 5 5 5 5 4 5 5 5 6 6 61 60 101.7% 

利用回数 32 31 31 31 30 31 28 21 32 27 28 30 352 352 100.0% 

|総括表支出(59~

(2)重度障がい者介護者への歳末激励金

-激励金額 395，000円 対象者 79人 (一人 5，000円交付)

7.母子・父子家庭福祉対策事業
(1)サンタクロース派遣事業

・ボランティアがサンタクロースに扮し、子どもたちに夢と希望を届け、健やかに成長するこ

とを願い、地域で子どもを育てる環境をつくる事業

実施日 場所 参加者 ボランティア 概要

12月 24日
市内

13人 1人 子どもにプレゼントを手渡す
各ご家庭

-------------------------------------------------------------------圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ----------------------------------------------------------------------------------

12月 25日
須坂双葉 園児

1人
クリスマス会で、子ども達にプレゼント

幼稚園 145人 を手渡し、サンタさんとトークタイム

|総括表 支出(45~

8.子育て支援事業

(1)長期休み子育て支援事業

-長期休みを利用し、子ども達の育成と福祉への関心を高め、地元の会社・企業を知ることを目

的とする事業

(夏休み企画)

内 容:["鈴木養蜂場さんコラボ!みつぱちの巣箱見学&みつろうキャンドルづくり体験!J 

実施日 :8月8日 場所:井上地域公民館&みつばちの巣箱(井上地区)

講師:有限会社鈴木養蜂場代表取締役鈴木健太郎氏

対 象・延参加者数:須坂市内小学 1"-'6年生・ 49名(付き添い保護者含め)

(春休み企画)

内 容:["ながの環境エネルギーセンターへ行こう!J 

実施日 :3月 26日 場所:ながの環境エネルギーセンター

講師:ながの環境エネルギーセンター施設見学ガイド

対象・延参加者数:須坂市内小学 1~6 年生・ 12 名(付き添い保護者含め)

|総括表 支出(25~

(2)養育支援訪問事業 ※市受託

-養育支援が必要な家庭にホームヘルパーが訪問し、家事または身体介助の支援をする事業
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月 日IJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度 前年度比

利用者 4 3 3 1 1 1 2 3 2 2 2 2 26 18 144.4% 

利用回数 17 14 11 1 2 3 11 10 10 6 4 14 103 106 97.2% 

時 間 17 13 11 1 2 3 18 15 15 9 6 25 135 106 127.4% 

|総括衰 支出(49~

9.福祉教育推進事業
(1)福祉教育推進ネットワーク会議

-市内小・中・高校、福祉施設及び地域のボランティア団体等の連携を図る事業

実施日 場所 参加者 概要

5月 27日 須坂市 14人 福祉教育の事業内容の紹介と実践体験を共有し情報交換、交

市民体 流のために開催

育館 -福祉教育に関心がある関係者 14名参加

[体験・講演]

. ["ブラインドサッカーを通じてのコミュニケーション講座」

講師・中沢医(なかざわおさむ)氏

長野県ブラインドサッカー協会会長

松本山雅B.F.C代表/公認初級パラスポーツ指導員
生涯学習コーディネーター

. ["国際交流について」

講師:上原龍彦(うえはらたつひこ)氏

にほんごスペースつなぎめ日本語教師

早稲田大学大学院日本語教育研修科博士課程

[事業案内]

-福祉教育教材の貸出、体験教室の講師派遣について

-社会福祉普及校指定事業(補助金)について

-県社協のサポートについて

[) 11崎昭仁氏(長野県社会福祉協議会)1 

(2)社会福祉普及校指定及び活動費補助 ※市共同募金配分事業

・福祉教育事業への補助金

・小学校9校、中学校 4校、高校 1校、長野養護学校すざか分教室

{合計 15校総補助金額 630，000円}

|総括表 支出(22~

|総括衰 支出(44~
(3)小中学生ボランティア体験教室

小学5・6年生~中学生を対象に、体験をとおして社会のつながりに気づき、感動・共感し、

連帯することのできる人間性を育むことを目的とする事業

ア「第 l回開校式&アイスブレイク!J生涯学習センター 7/12 (土)

-開校式 ボランティアスタッフ自己紹介、記念撮影

・アイスブレイク福祉体験ゲーム~

講師:) 11崎昭仁(かわさきあきひと)氏 長野県社会福祉協議会/ギタリスト

13名参加(小中学生8名、高校生4名、 OB他 l名)

イ「第 2回峰の原探検&お泊り!J峰の原 forestbase(ペンション) 8/6~7 
・ペンションのお仕事体験、食事作り、星空観察、ワークショップ(雨天メ二ュー)等

心配された天気!みごとに 2日目は雨でしたが、それも自然の醍醐味・ー!

高校生&OBスタップがこの 2日間指揮をとり、みんなで協力しながら充実した 2日聞を

満喫しましたP・参加者はスタッフ合わせて 18人。
ウ「薬剤師さん体験」ウェルシア薬局 9/23 (火・祝) 午前、午後 2回

-薬剤師の仕事についてミニ講座

・各ブースで薬づくり体験、質問
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14名参加(午前7名、午後 7名)
エ「ふれあい広場出唐」メセナ小ホール 10/18(土)
-駄菓子、レトロ玩具販売、射的コーナー

15名参加 (内 OBスタッフ 6名)

オ「車いすパスケ体験!Jサンアップ。ノレ(長野県障がい者福祉センター) 11/3 (祝.月)

-本物の車いすパスケ用車いすで体験!

・レーサー車いすにも乗車体験

・一般の車いすの操作やノ〈リアフリーの話しも学ぶ

[講師:金児知哉氏]附ZEAL所属パラアスリート

K9長野車椅子バスケットボールクラブ代表

19名参加(小学5年~中学生、高校生、 OB(内スタップ 8名)

カ「国際交流&修了、記念撮影式j 生涯学習センター 11/29 (士)

・海外の方と一緒にお料理作り&会食 スリランカ、ネパール料理

講師:上原龍彦氏(日本語教師:にほんごスペースつなぎめ)、

デイリーマさん、ディヌーカーさん(スリランカ)

サンモさん、ラクスミさん(ネノミーノレ)出身・長野市在住

-国際学習 講師:退町亮さん(海外探検冒険家ぶどう農家)活動の紹介、質問、交流等

・修了式、記念撮影

|総括表 支出(15~ 
(4)福祉ボランティア体験出前講座

日付

4/12 

4/15 

5/8 

5/11 

5/18 

5/26 

6/1 

8/1 

8/4 

8/22 

8/31 

9/1 

日付

4/23 

5/15 

5/28 

5/29 

6/12 

6/12 

6/12 

6/18 

6/19 

6/19 

6/23 

7/8 

・学校や地域の依頼により、体験講座の相談、講師派遣の調整、用具貸出を行う事業

ア出前講座の企画及び調整 66件

地域(依頼先) 内容 日付 地域(依頼先) 内容

旭ケ丘ふれあいプラザ ボッチャ 9/13 市民学園 5年 ボッチャ

上八町 ボッチャ 9/13 八幡理事メンバー ボッチャ研修会

明徳町 ボッチャ 9/30 旭ケ丘ふれあいプラザ 車いす体験

米持町 ボッチャ事前研修会 10/5 八幡町 ボッチャ大会

小河原町 ボッチャ交流会 10/10 かけはしの会(さろん) ボッチャ交流

日里子 ボッチャ講習会 10/25 豊洲公民分館 ボッチャ

米持町 ボッチャ大会 7/20 馬場町PTA支部 ボッチャ交流

旭ケ丘ふれあいプラザ ボッチャ 10/26 秋のフェスティパル ボッチャ(スボ協)

北部児童センター 退町亮さん講演会 11/2 北原町 ボッチャ

米持婦人会 ボッチャ 11/10 上八町老人クラブ ボッチャ

馬場町分館 ボッチャ 2/9 穀町 ボッチャ

境沢町 ボッチャ 2/28 南小河原分館 ボッチャ

学校・児童(依頼先) 内容 日付 学校・児童(依頼先) 内容

墨坂巾 ボッチャ 9/9 井上小教諭 ボッチャ研修

東中 福祉教育導入講座 9/12 仁礼小総合 会議保育園交流

東中 アイサポート研修 9/13 井上小 聴覚障がい体験矢野氏

東中 子話交流・摩IJ 9/17 旭ケ丘小ボヲンアイアクラブ 国際交流 1 

中央児童センター ボッチャ 9/24 旭ケ丘小ボランテイアクラブ 国際交流 2 

束中 高齢者疑似体験 9/2己 須坂小 くぬぎの時間 ブラインドサッカー中沢氏

東中 車いす体験 10/5 創成高校 ボッチャ

須坂小 ブラインドサッカー中沢氏 10/6 豊丘小スポーツクラブ ボッチャ

東中 高齢者疑似体験 10/17 相森中 支援学級交流 交流ボッチャ

束中 車いす体験 10/27 すざか分教室 対話授業

須坂高校 車いす体験 10/30 墨坂中 車いすマラソン講演会青木氏

東中 子話歌練習全3回 11/5 須坂東高校 車いす体験
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7/10 東中 高齢者疑似体験 11/5 須坂東高校

7/10 東中 車いすパスケ体験 11/5 旭ケ丘小ボランテイアクラブ

7/10 

8/5 

8/19 

8/21 

9/4 

9/5 

墨坂中

南部児童センター

東部児童センター

東部児童センター

墨坂中

東中

イ教材の貸出

機材名

車いす

ボッチャ

10.総合相談事業

手話体験矢野氏

ボッチャ

ボッチャ

ボッチャ

ろう学校手話交流

須坂荘交流

機材名

両齢者疑似体験セット

ゴールボール

(1)法律相談(須坂市生涯学習センター)実施状況

ア 相談員:弁護士、相談員

11/6 

11/13 

11/20 

11/25 

12/10 

12/5 

仁礼小

井上小

常盤中

仁礼小

仁礼小

創成高校

機材名

アイマスク

点字器

イ 開設日:第 2 ・ 4 木曜日午後 1 時~4 時(事前予約制)

相談利用者数 158人 (男性 73人・女性 85人)

相談事項 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

生 耳哉 土 家 J小士口 自在 財 金 事 消 健 近
士也 産 銭 費 康

中日 貸 生 医
家

言十 業 屋 族 立寄 女官 続 イ昔 故 f舌 療 隣

取扱件数 2 4 18 12 2 15 40 19 2 7 5 10 

処 角平 決
2 4 17 11 2 15 40 19 2 7 5 10 

理 市陸 続 O O O O 。O O O 。O O 。
状
況 他機関 O O 1 1 。O O O 。O O 。

(2)ふれあい福祉相談(まいさぽ須坂)

ア長野県司法書士会須坂分会司法書士深津正樹氏

イ キ目談員 7人

13 14 15 

リ巨 ボ冨 -古f+-
童
青
/t 

年 祉 情

2 。2 
2 。2 
O 。O 
O 。O 

16 

不
女ト上一色

疋;-L一歩

O 

O 

O 

O 

ボッチヤ(県スボ協半田氏)

車いす体験

ブラインドサッカー中沢氏

高橋有紀子さん講演会ノtレー

金児知哉氏講演会

聴覚障がし、体験小林氏

聴覚障がい体験矢野氏

ボッチャ

17 
メ口h、

前汗度比そ

主σコ 計
他

18 158 132 119.附

17 155 123 126.回附

O O 8 G問6

3 おO.侃

ウ 開催日 月曜日~金曜日(祝日年末年始除く) 午前9時~午後 5時

中目 生 職 ゴ二 家 結 高佐 員寸 人=. 事 I白 市建 近 lノ目L 干高 一百ι .... 不 そ 内 内相談 メ口弘、

談 T也 産 銭 費 康
主主邑

再
事 貸 生

青 京トよー の
相 男女不 計d家 宇目 医 y 性性明工百 言十 業 皇室 族 女昏 女官 続 イ昔 故 活 療 隣 年 祉 』情 定 {也 談

件数 119 48 17 12 O O 36 O 2 15 2 2 2 2 6 63 177 164 160 3 327 

前年度 92 49 11 13 O 4 31 2 3 O 6 9 11 48 138 154 127 l 282 

|総括表 支出C3q
(3)生活困窮者自立支援事業 ※市受託

生活の悩みや経済的困りごとを抱える人に対して、相談員が一緒に考え課題を整理しながら生活

の立て直しゃ、就労など自立に関する相談などを行う事業

-相談件数
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月日IJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 前年度 前年度比

相談者数 54 49 46 53 52 48 44 38 52 48 59 52 595 600 99.1% 

うち新規相談者 3 2 3 4 O 1 3 3 1 2 5 3 30 27 lll.t弘

延相談回数 241 193 182 220 206 193 121 108 166 157 187 217 2， 191 2，174 1ω1. i% 

-相談別内訳

1 医療・保健・福祉トピ、ス 292回 7 生活福祉資金 41回 13就労準備 64回

2 年金等公的給付 50回 8 家計・滞納・債務等 597回 11 :t也f或関{系 10回

3 子育て(居場所・学習) 13回 9 生活保護 67回 15家族関係、 47回

4 家庭介護 羽田 10 一般就労 226回 16引きこもり不登校 56回

5 住居等 204回 11障害者就労支援 226回 17 DVや虐待 9回

6 権利擁護 4回 12中間的就労 2回 18衣食等緊急支援 188回

19その他 55回

-新規相談件数等 新規受付件数 30件 相談継続件数 296件

支援終了件数 15件(内訳:生活状況の改善1人/死亡・転居等9人/生活保護の受給5人)

-支援結果

令手口 7年度 前年度 前年度比

就労開始(舟生) 13 11 118.1九

(障がい) 。 0.0% 

プラン件数 30 23 130.4弘

困 自立相談支援 24 15 160.0お
窮
者
家計改善支援 6 8 75.0出

支 住居確保給付金 l 100.0九

援 就労準備支援事業 5 1 500.0同
-・・............................................................................................................... -・・ .......................................................... -・・.............................................................-・・........................................................... 

家計改善支援事業 6 8 75.0% 
-・・............................................................................................................... -・・ .......................................................... -・・.............................................................-・・......................................................... .. 

居住支援事業 O l 0.0出

就職応援金付職場体験 2 5 40.0出
-・・............................................................................................................... -・・ .......................................................... -・・............................................................. -・・......................................................... .. 

県 就職支度金給付事業 l 100.0九

社協

-・・............................................................................................................... -・・ .......................................................... -・・............................................................. -・・......................................................... .. 

買い物等同行支援事業 O O 

医療受診支援事業 5 2 250.0九
-・・............................................................................................................... -・・ .......................................................... -・・............................................................. -・・......................................................... .. 

その他 1 2 50.0出

-支援調整会議の実施(定時は偶数月、随時は必要に応じてその都度開催)

定時 :6回開催日 :4月 17日・ 6月 19日・ 8月 21日・ 10月 23日・ 12月 18日・ 2月 19日

随時:1回開催日 :3月 19日

内容:支援計画の内容に関する協議及び検証について

(4)被保護者就労支援事業 ※市受託

被保護者からの就労支援に関する相談に応じ、必要な情報の提供及び助言を行う事業を実施し、

被保護者の自立促進を図る。

-相談件数

月別 4 υ 「 6 7 8 9 10 11 12 I 2 3 i仁h1、三ロt前年度 前年度比
相談者数 3 3 3 6 6 10 4 5 2 4 3 53 12 126. 1 % 

うち新規相談者 O O O 3 1 2 O O O O O O 6 1 600.0切

延相談回数 4 6 4 10 7 21 10 8 13 4 7 υ 「 99 82 120. 7% 

-中目談・支援結果、就労開始した者 一般就労 O人

(5)家計改善支援事業 ※市受託

家計に課題を抱える相談者とともに家計の状況を明らかにしながら、相談者自身の家計を管理

する力を高め、早期に生活が改善されることを目的とした事業
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-相談者 11人(うち新規契約者 2人)

-家計収支の相談(296回) 現状の把握 支出費目の優先順位を検討

(6)食糧支援等

様々な理由により一時的に食糧が必要な方への支援

月別 合計|前年度|前年度比

まいさぽ須坂 150 266 56.3% 

フードサポートセンター I0 11 19 57.8% 

|総括衰 支出(37)1

11.援護事業

(1)生活福祉資金貸付事業 ※県社協受託

ア低所得者・高齢者・障がし、者世帯を対象に生活再建のための貸付事業(単位:千円)

前年度末貸付 令和 7 年度

資金種別 総額 新規貸付 償還完了 償還免除 年度末貸付総額

件数 貸付額 件数 貸付額 件数 貸付額 件数 貸付額 件数 貸付額

教育支援資金 33 31，022 5 2， 380 2 1，062 O O 36 32， 340 

福祉資金 12 7，115 3 402 l 146 O O 14 7， 371 

更生資金 1 1， 850 O O O O O O 1 1，850 

緊急、小口資金 14 1， 387 l 58 U 戸 500 O O 10 945 
ーーーーーー.圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

同一般(本則) 12 1，087 1 58 リ戸 500 O O 8 645 

己台風19号災害特例 2 300 O O O 。O O 2 300 

離職者支援資金 l 1， 000 O O O 。O O l 1，000 

総合支援資金 U 戸 3，013 O O 1 600 O O 4 2，413 

一般(本則)計 64 45，087 9 2，840 9 2，308 O O 64 45，619 
台風19号災害特例計 2 300 O 。O O O O 2 300 

メ口h、 言十 66 45， 387 9 2，840 9 2，308 O O 66 45， 919 

-延相談件数 378件(前年度 398件)

イ新型コロナウイルス感染症の影響で、減収した世帯に貸付する事業(単位・千円)

前年度末貸付 令和 7 年度

資金種別 総額 償還完了 償還免除等 年度末貸付総額

件数 貸付額 件数 貸付額 件数 貸付額 件数 貸付額

緊急小口資金 99 15，000 11 1，600 4 600 84 12，800 

総合支援資金 240 119，954 O O 10 4， 500 230 115，454 

【初 回 121 62，387 O O 6 2， 700 115 59，687 

自延長 42 18，610 O O 2 1，050 40 17，560 
】

再貸付 77 38，957 O O 2 750 75 38，207 

メ口己、 計 339 134，954 11 1，600 14 5，100 314 128，254 

-延相談件数 652件(前年度 706件) |総括表 支出(32)(39~ 
※事業実施期間:令和 2年 3月"-'4年 9月

(2)緊急小口資金等特例貸付フォローアップ支援事業 ※県社協受託

新型コロナウイルス感染拡大に対する緊急小口資金等特例貸付後に、償還が困難になっている

世帯や新たな生活課題を抱えている世帯などに対する相談支援体制の強化を図る。
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月日iJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 合計 前年度 前年度比

中日談支援回数 25 47 89 108 70 104 19 26 44 57 33 47 669 706 94. 7九

内2555F:手m 20 23 25 23 25 30 12 19 29 12 22 25 265 244 108. 6弘
己うち電話 5 24 64 85 45 74 7 7 15 45 11 22 404 462 87.4'見

償還免除件数 4 5 O O O O O O O O 3 2 14 79 17.7九

償還猶予件数 2 7 8 10 9 8 1 7 6 4 6 2 70 123 56. 90/0 

県補給金申請件数 O O O O O O O O O O O O O 12 0.0見

(3)日常生活自立支援事業・金銭管理財産保全サービス事業

ア 日常生活自立支援事業 ※県社協受託事業(須坂市・小布施町・高山村)

-認知症高齢者、知的障害者、精神障害者等のうち判断能力が不十分な方が地域において自立した生

前が送れるよう、契約に基づき福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理等を支援する事業

(単位:人)

認知症局齢者 知的障がい者 精神障がし、者 その他 合計 前年度

契約 須坂市 新規 O 1 O O 1 1 

件数 解約 2 2 1 O 5 6 

契約 2 10 7 2 21 25 

小布施町 新規 O O O O O O 

解約 。 O 。 。 O O 

契約 3 O 1 O 4 5 

品山村 新規 O O O O O O 

解約 O O O O O 1 

契約 2 1 O O 3 2 

合計 新規 O 1 O O 1 1 

解約 2 2 1 O 5 7 

契約 7 11 8 2 28 32 

相談件数 328 797 497 76 1，698 1，866 

-内部監査 10月 17日 事務局長による預かり書類の監査

-長野県福祉サービス運営適正化委員会現地調査 10月 27日 委員及び県社協による調査

イ 金銭管理・財産保全サーピス

-判断能力はある方で、体力低下や病気、身体的な障害等で、外出困難な高齢者や障がし、者の方の日

常的な金銭管理を支援する事業 (単位:人)

高齢者 |身体障1sい者| その他 | 合計 |前年度
新規契約者数 3 0 1 

解約者数 o 0 0 

契約者数 8 0 1 9 5 

・運営監視委員会及び監査 6月2日 税理士等の専門職、行政職員による助言及び監査

|総括衰支出(33)(34~ 

(4)福祉車両移送サービス(車両貸出)事業

-車いす利用者で家族が運転する方にリフト付きの福祉車両を貸出事業

利用回数 264回(市内への外出 165田 市外への外出 99回) 前年度 226回

(5)福祉機器貸与事業

・車いす等の福祉機器を無料で貸出しする事業(概ね一週間)

機材名 ;延貸出回数| 機材名 ;延貸出回数

車いす 196回 | 歩行器 14回

(6)火災等被災世帯への見舞金交付等

・火災見舞金(赤い羽根共同募金 災害援護金配分より 1件 20，000円 |総括衰支出(46~
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12.須高地域成年後見支援センター事業 ※市町村受託

成年後見制度を適切に利用するための専門相談窓口を開設し、相談から調整・申立支援・後見

人支援・広報啓発・法人後見等を総合的に行う事業

(1)成年後見支援センターの運営

ア連絡会議 4月 9日

12月 18日

イ 協議会(中核機関 5月 29日

1月 29日

ウ 受任調整会議 7月 28日

9月 2日

11月 5日

エ 一次相談窓口連絡会 6月 24日

オ法律顧問契約

(2)普及啓発/職員研修

須高地域成年後見支援ネットワーク協議会について

須高地域成年後見支援ネットワーク協議会要綱検討

須高地域成年後見支援ネットワーク協議会及び受任調整

会議の設置・須高地域の市町村の成年後見利用促進計画

及び成年後見制度利用支援事業について

令和 7年度事業実施状況・申立支援及び受任調整会議報告

後見人等に関する苦情等に対する関係機関の連携

受任調整案件1f牛認知症高齢者

受任調整案件1件認知症高齢者

受任調整案件1件認知症高齢者

成年後見制度基礎研修会 事例検討参加者 17名
山際悟郎法律事務所山際悟郎弁護士と顧問契約を締結

ア出前講座 5月 20日 須坂市介護教室 16名

6月 30日 (特非)まいぺーす「親の高齢化に備えて 35名

9月 12日 高111村ケアマネージャー連絡会 16名

1月 15日 2025年度須坂市シニアクラブ連合会研修会 14名

3月 7日 須坂市野辺町長寿会 33名

イ 市民向け講演会(後見セミナー)

実施日 場所 参加者 概要

メセナ 演題『親なきあとの準備

10月4日 ホール 150人 ~成年後見制度・お金・住まい・支援』
(大ホーノレ) 講師「親なきあと」相談室主宰渡部伸氏

ウ 福祉医療関係者向け研修会(成年後見研修会)

実施日 場所 参加者 概要

演題『身寄り問題を考える

2月 12日
シルキーホ

56人
~誰もが地域で安心して最期まで暮らすために」

ーノレ 講師 県社会福祉士会身寄り連携推進プロジェクト員

北信圏域権利擁護センタ一 宮崎摂子氏

ヱ 一次相談窓口職員・行政職員向け研修会(成年後見センタ一法樟顧問による研修)

実施日 場所 参加者 概要

人権交流セ
演題『親族と扶養義務

8月 5日
ンター

40人 ~親族の法的範囲と扶養義務とは』

山際悟郎法律事務所弁護士 山際悟郎氏

オ広報 小布施町報・高山村報・須坂社協報・須坂新聞.goodlight (番組放映)等

カ パンフレットの配布 須高地域の行政窓口、福祉相談事業所、金融機関、医療機関等

キ 職員研修社会福祉士基礎研修身寄りのない高齢者の対応 権利擁護支援シンポジウム等

(3)相談利用支援

項目/市町村別

新規相談件数

継続相談件数

乙b、云.1.
口ロl

75 

603 

(単位:件)
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l口k 計

1 認知症両齢者
対
2 知的障がい者象

者 3 精神障がし、者
日iJ
4 その他(任意後見等)

1 制度全般
中日
2 申立手続等談

内 3 申立人
容
4 後見候補等5jiJ 

( 5 申立・報酬費用
中震
6 身上看護

数
回 7 財産管理
震Eコ 8 権利侵害¥-〆

9 後見ニーズ・判断能力

10 状況調査・ケース調整

11 その他

(4)申立て支援

項目/市町村別

申立支援件数(内首長申立て)

(5)法人後見事業

612 26 40 678 785 

320 4 21 345 480 

164 18 11 193 158 

73 O 4 77 90 

55 4 4 63 57 

152 7 13 172 214 

145 5 11 161 259 

40 2 4 46 50 

42 2 5 49 69 

18 1 l 20 26 

148 4 10 162 215 

139 7 9 155 194 

l O O l l 

136 8 13 157 113 

239 11 13 263 248 

17 1 O 18 10 

紛争性が無く身上保護と日常的な金銭管理が中心な方で、高額な財産を所有せず他に適切な

後見ノ L等を得られない者の成年後見人等を受任し、判断能力が不十分な人への支長を行う事業

ア法人後見業務監査 実施日 12月24日 司法書士・社会福祉士・行政職員等による監査

イ 法人後見受任状況

認知症 知的 精神 その他 合計 前年度

高齢者 障がし、者 障がし、者

須坂市 新規 2 O O O 2 4 

終了 O O O O O 1 

き主任 5 3 O O 8 6 

小布施町 新規 O 。 O 。 。 O 

終了 O O O O O O 

党任 O 1 O O 1 1 

高山村 新規 O O O O O 1 

終了 O O O O O O 

きさ任 1 O O O 1 1 

新規 2 O O O 2 5 
ぷ仁h1、三ロt 終了 O O O O O 1 

党任 6 4 O O 10 8 

延べ受任件数 7 4 O O 11 9 

情括表 支出(38~

13.共同募金事業
・民間社会福祉活動の支援、地域の助け合い・支え合いの啓発

.長野県共同募金会須坂市共同募金委員会事務局

(1)会務の運営

ア 須坂市共同募金委員会運営委員会 (5月30日・ 6月 17日・ 3月 13日)

イ監査会 (5月23日)

ウ 須坂市共同募金委員会審査委員会 (3月 5日)
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(2)募金運動の実施

ア募金実施期間 10月 1日"-'12月31日

イ実績と内訳 目標額9，310，000円実績額8，366，807円 (89.87%)

(前年度実績額8，718，421円)

戸別募金 6，804，967円 法人募金 867，500円 職域募金 431，060円

( 454社) (須坂市役所:127，250円

民間事業所:303，810円)

学校募金 52，111円 街頭募金 16，532円 団体募金等 194，637円

(9校) (2ヶ所)

(3)感謝状・表彰 高額寄付者への感謝状の贈呈等

-県知事感謝状 オリオン機械(株)工友会様 須坂市役所職員一同様

・県共同募金会会長感謝状 須坂やすらぎの園様

-長野県共同募金会会長感謝表彰 募金ボランティア功労者

高木目道子 民生児童委員様/佐藤政世 民生児童委員様

渡辺淳子 民生児童委員様/岡田俊昭 民生児童委員様/有坂裕子 民生児童委員様

ω共同募金の配分事業
ア 市町村域地域福祉配分事業

令平日 7年度共同募金市町村域地域福祉配分額 6，045，421円

(令和 6年度に集めた募金を令和 7年度に配分したもの)

-社会福祉団体・ボランティア活動費他助成事業 11団体 485，000円

・民間保育園・障がし、者施設の施設整備補助事業 24施設 1，045，000円

・社協支部活動費 12支部 1，300，000円

・社協事業への配分 いきいき外出事業へ 300，000円、社協広報紙・要覧作成 1，600，000円

イ 広域福祉配分事業 ※県共同募金会事業

目録贈呈式 4月30日 須坂市社会福祉協議会にて開催

-安心・安全なまちづくり活動公募配分事業 配分団体・金額:北相之島町区 186，000円

・自動車整備配分 配分団体・金額:(特非)きららうントゃトト・空 2，100，000円

-災害援護金配分

ウ事務費運営費交付

エ iNHK歳末たすけあい募金j 特別配分

(特非)精神保健福祉会すざかの風 ピア・ハウス

(特非)まいぺーす グループ。ホームすみさか

(特非)障がい者サポートクラブゆめ 望岳ホーム

14. 日本赤十字社事業

日本赤十字社事業
・日本赤十字仕事業の推進、赤十字思想の普及等

.日本赤十字社長野県支部須坂市地区事務局

1義援金・救援金募集窓口の設置

・義援金額

ウクライナ人道危機救援金

令和 6年能登半島地震災害義援金

令和 6年 9月能登半島大雨災害義援金

803円

181，364円

97，805円

40，000円

328，000円

43，000円

100，000円

100，000円

|総括表支出(42)(43 )(44)( 45 ~ 

(累積額933，916円)

(累積額2，943，337円)
(累積額 180，032円)
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1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 
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令和 7年大船渡市赤崎町林野火災義援金 461円 (累積額 64，461円)

令和 7年 8月 6日からの大雨災害義援金 3，160円

-市内公共施設等に義援金箱を設置(市役所・メセナホール・生涯学習センター・社協等)

.街頭義援金募集

2 日赤活動資金募集目標額 目標額 6，355，000円 実績額4，559，415円 (72%)

(前年実績額 4，575，757円)
3 日赤協力者増強運動の一環として協力社(者)加入の推進

法人協力社 :5社、個人協力者:1，214人(前年法人 :9社、個人:1，326人)

4各種講習会等の開催

実施日 開催団体 内容

4月 10日 松川町ふれあいサロン 炊き出し

4月30日 JAながの女性部 クロスロード、炊き出し

5月 17日 第3ブロック民生委員 救急法

5月27日 墨坂中学校 炊き出し

5月28日 豊島町ふれあいサロン 炊き出し

6月22日 本上町防災フェス 炊き出し

6月25日 豊島町ふれあいサロン 炊き出し

7月6日 ガールスカウト団キャンブ ナ土き出し

7月 16日 民生児童委員第一ブロック クロスロード

7月22日 村山町 炊き出し、ぼうさいまちがいさがし

7月26日 新町 避難所体験ゲーム、炊き出し

8月5日 南部児童センター ぼうさいまちがいさがし

8月 18日 両甫地域児童クフブ ぼうさし、まちがし、さがし

8月26日 長野養護学校すざか分教室 ぼうさし、まちがし、さがし

8月28日 ピアハウス 炊き出し

9月7日 南小河原町 炊き出し

9月7日 屋部町 屋内での安全対策

9月 13日 井上小学校防災訓練4年生 炊き出し、避難所体験ゲーム

9月 13日 井上小学校防災訓練6年生 ぼうさし、まちがし、さがし

9月 18t=f 塩川町 健康生活支援講習

9月28日 旭ケ丘町 炊き出し

9月30日 日滝小学校 炊き出し

11月5日 須坂東両校 避難所体験ゲーム

11月9日 野辺町 炊き出し

11月 15日 村石町 炊き出し

11月 16日 本上町奉仕団 炊き出し

11月30日 望 μF子~ム口 炊き出し

12月5日 須坂創成両校 炊き出し+i匠難所体験ゲーム

1片 28日 両甫保育園 炊き出し+ぼうさいまちがいさがし

2月26日 須坂同校 1午生 ナ土き出し

5赤十字奉仕団の育成と奉住団活動の推進

-赤十字奉仕団名簿の作成 (須坂市赤十字奉仕団 13団 587人)

.JE副分団長会議および研修会「一日赤十字」の開催 (5月 10日)会場:メセナホール85人参加

・ふれあい広場にて非常食配布(炊き込み風ご飯、シリアルパー)各 100食配布 (10月 18日)

会場:メセナホール 10人参加

6献血運動の推進
ア地区別実績表採血者総数 103人(前年:104人 [5か所 99%)

実施月日 支部名 採血者数

5月 13日 南部 33 A 

6月6日 社協 13 A 

3月 1日 日野 57人
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イ秋の献血街頭啓発運動(千曲市:綿半スーパーセンター) 参加者2人

15.須高地区事業
(1)更生保護の活動支援

ア須高地区保護司会 会員 32人 (内須坂市 22人)

イ 「第九回社会を明るくする運動」

犯罪や非れを防止し、立ち直りを支える地域のチカラづくりを推進する運動

-社会を明るくする運動募金実績 850.205円 (内須坂市 738.357円) < 1世帯 50円)

(前年 851，894円前年比 99.8%)

-須高地区作文コンテスト実施

応募総数 小学校の部

中学校の部

ウ 更生保護女性会の活動支援会員 73人

(2)上高井招魂社例大祭の支援

-例大祭 5月 15日 参列者遺族会

E 老人福祉センターの管理運営
1.老人福祉センター永楽荘の運営

(1)月別利用実績

ふぐ!!4 5 6 7 8 9 
開館口数 25 24 25 26 26 24 

延利用人員 812 711 941 798 793 832 

10 

23 

832 

1 0点(咋年比 -1点)

90点(咋年比-3 6点)

(内須坂市 43人)

9人(須坂市 3人・小布施 3人・高山 3人)

11 12 1 2 3 言十 前年度

18 20 19 18 21 269 293 

733 793 863 791 814 9，713 8ヲ448

前年

度比

91.8% 

115.0% 
-・・.............................................................-・・ ...................... -・・..................... -・・..................... -・・.......................-・・........................ -・・.....................-・・....................... -・・...............................-・・.....................................

内団体利用人員 120 92 140 112 57 78 56 136 53 107 82 107 1，140 1，492 76.4% 
内入浴者数 692 619 801 686 736 754 776 597 740 756 709 707 8，573 6，956 123.2% 

健康相談 21 20 17 15 10 11 18 20 19 17 18 21 207 194 106.7% 

(2)入浴料金 1，475，720円 (前年 1，213，100円 前年比 121.6%) 

(内訳:100円券 105人、 200円券 7，323人、 310円券2人、無料 1，143人<障害者手帳所持者>

合計 8，573人)

(3) 健康相談 毎月第 1・3火曜日 207人 (前年 194人)

(4)サークル活動 (5グループ) 軽体操 (3グループ。)、音楽 (1ク守ルーフ。)、囲碁 (1グループ)

(5)永楽荘利用の須坂市シニアクラブ連合会会議 17回

(6)修繕工事の状況 (10万円以上) なし

(7)マイクロパス運行

ア市内巡回送迎(毎週火・金曜日 92回 795人(I回平均 8.6人)

イ 団体送迎 18回 402人

|総括表 支出(40~

2.老人福祉センターくつろぎ荘の受託運営 ※市指定

(1)月別利用実績

々々!4 5 6 7 8 9 10 11 12 
開館日数 25 24 

延利用人員 2，但2 2，1幻

くつろぎ荘 1，笈泡 1，359 
長寿命化工事のため休館 | 

イ二ネLコミュニアイ 754 768 

内入浴者数 850 開3

1 2 3 計 前年度
前年

度比

49 293 16.7% 

4，149 25，671 16.1% 

2，627 15，α渇 17.4% 
1，522 10，605 14.3% 

1，753 8，936 19.6% 
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~ヨ 叫 751 25.3% 1 

仁礼コミュニティ

(2)入浴料金 251，500円 (前年1， 394， 060円 前年比 18%)
(内訳:100円券 225人、 200円券 1，145人、 310円券 O人、無料 383人(障害者手帳等所持

者)合計 1，753人)

(3)健康相談 毎月第2・3火曜日 19人 (前年 75人)
(4)サークノレ活動(12クラブ 楓クラブ(軽体操)・さわやかもみじ会(軽体操)・健康体操の会

(軽体操)・楽しいリズム体操とヨガ教室(軽体操 ヨガ)・さわやかクラブ(軽体操)・くつろ

ぎ会(軽体操)・月曜卓球クラブ(卓球)・ピンポンクラブ(卓球)・卓球サークルひょっこ(卓

球)夏にれ卓球(卓球)・長寿会(麻雀)・虻の会(麻雀)

ー休館後は各地域公民館等へ拠点を移し活動

(5)修繕工事の状況 (10万円以上) 軽運動室鏡設置 1，232，000円

(6)休館前イベント「感謝祭」開催 高齢者いきいき講座・ボッチャ体験・入浴施設無料開放

(7)休館に伴う事務室移転 老人福祉センター永楽荘へ 5月末'"'-'3月末移転

(8) 6月'"'-'2月 長寿命化改修工事に伴う定例打合せ、総合定例打合せへの出席

毎週木曜日の午後 ※12月からは第 1・3木曜日の午後

(9)指定管理者制度による委託業務終了に伴う引継ぎ 3月 26日(木)午後

E 介護保険事業の経営
1.訪問介護事業

総括衰 支出C4q

・ホームへルパーが家庭を訪問し、身体介護や生活援助等を行い、可能な限り自立した日常生活を

営むことができるよう支援することを目的に行う事業

-介護予防対象者には、要介護状態になることを防ぐ目的により家庭での日常生活を支援する事業

(1)サービス提供日及びサービス提供時間 365日24時間体制

(2)サービス提供実績

ア訪問介護 月平均…1057.7件

月 53IJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度 前年度比

開所日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 365 100.0% 

訪介問

利用者数 64 58 64 71 71 69 66 69 66 66 66 71 801 744 107.7% 

利用件数 854 772 814 995 952 伺4 900 810 906 858 763 944 10，472 10‘295 101.7% 

言蔓
延時間 597 536 551 667 642 608 623 548 602 578 534 629 7フ115 7.341 96.9% 

利用者数 34 33 35 34 33 34 31 33 34 32 31 33 397 418 95.0% 
総
利用件数 197 210 axl 219 175 180 189 171 200 149 152 178 2，220 2ヲ337 95.0% 

i口k 

延時間 195 208 1田 217 174 177 187 169 198 149 152 177 2，202 2，286 96.3% 

利用件数合計 1，051 982 1，014 1，214 1，127 1，084 1，089 981 1，106 1，007 915 1，122 12，6!主2 12，632 100.5% 

1日平均件数 35 32 34 39 36 36 35 33 36 34 33 36 34.8 31.9 109.1% 

|総括表 支出C49~
(3)研修実績

5月 災害について学ぼう 13人参加

8月 感染症について 15人参加

11月 虐待防止研修 11人参加

3月 自分を知り自分を好きになれる仕事・ 1年の振り返り 14人参加

2.訪問入浴介護事業
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-家庭の浴室での入浴が困難な人を対象に、簡易浴槽を自宅に持ち込み、入浴サービスを提供

し、心身の機能の維持・改善を図り、可能な限り自立した日常生活を営むことができるよう

に支援する事業

(1)サービス提供日及びサービス提供時間 月曜日から金曜日(12/31~ 113を除く)・ 9:00""'17:00

(2)サービス提供実績

ア訪問入浴介護 月平均…約 64.1回

月 矧l 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 前年度 前年度比

開所日数 17 18 21 23 21 25 23 20 22 20 20 22 252 220 114.5% 

利用者数 13 12 13 15 17 17 17 16 17 14 13 14 178 138 129.0% 

利用件数 54 55 57 67 66 72 77 64 70 64 58 65 769 595 129.2% 

1日平均件数 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3.1 2.7 114.8% 

|総括表 支出CS4~

3.通所介護事業(デイサービスセンターぬくもり園・デイサービスセンターすえひろ)

定員各40人
・日帰りで入浴、食事等の生活支援や機能回復のためのレクリエーション等を行い、介護予

防・総合支援事業対象者には、要介護状態になることを防ぐ目的に運動機能向上訓練等を行

フ

(1)サービス提供日及びサービス提供時間 月曜日から日曜日(111~ 113を除く)・ 8:45""'17:15
※デイサービスセンターすえひろ月曜日から土曜日 (111~ 113を除く)・ 8:45""'17:15

(2)サ}ピス提供実績

アぬくもり園 一日平均…約 21人利用(介護 19人・総合 2人)

月 日IJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度 前年度比

開所日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 28 28 31 362 362 1∞.aも

介 利用者数 68 69 62 63 66 66 73 74 76 71 71 74 833 757 110.0"10 

J童 利用件数 574 607 572 616 588 593 642 628 621 522 531 587 7，081 6，793 1042% 

市念 利用者数 9 9 11 11 9 10 9 9 9 7 戸i 7 107 107 1∞.0"10 
l口k 利用件数 49 51 49 61 47 51 49 56 44 31 32 36 556 608 91.4% 

利用件数合計 623 658 621 677 635 644 691 684 665 553 563 623 7，637 7，401 103.2% 

1 A平均件数 21 21 21 22 20 21 22 23 21 20 20 20 21 203 124.1% 

(1)行事・レクリエーション

4月 お花見 5月 母の日企画、手作りおやつ(にらせんぺい) 6月 父の日企画

7月 梅干を栽培し梅漬け 8月 夏祭り 9月 敬老会 10月 運動会

1月新年会 2月節分 3月

その他 季節に合わせた菜園・プランタ一花植え手入れ作業、梅ジャム作り、

誕生日カードプレゼント(随時)、コーヒー提供週間、須坂新聞川柳投稿等

(2)研修実績

4月 年間計画、業務マニュアル、係分担の見直し確認、職業倫理について 19人参加

16人参加

17人参加

7月 入浴介助について

2月 感染症・ BCP・虐待防止研修

3月 話し方のコツ・シーツ交換研 15人参加

(3)地域連携活動

村石町文化祭利用者作品出展

院括衰支出csq
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イ すえひろ ※市指定 一日平均…約 23人利用(介護 20人・総合 3人)

月 日IJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

問所日数 30 31 30 31 31 30 27 25 27 24 24 26 336 362 

介 利用者数 64 67 72 69 67 72 75 75 72 72 72 71 848 772 

言要 利用件数 525 568 542 581 581 583 598 571 587 536 528 569 6，769 5，955 

総 利用者数 15 14 14 13 12 14 14 17 16 16 16 17 178 172 

i口L 利用件数 79 72 75 81 60 76 84 88 81 76 81 84 937 902 

利用件数合計 604 640 617 622 584 586 682 659 668 612 609 653 7，576 6，85寸

1日平均件数 20 21 21 21 19 20 25 26 25 25 25 25 22.7 19.1 

(1)行事・レクリエーション

5月 手作りおやつ(にらせんべし¥) 季節の花植え

8月 夏のデザート週間(アイスクリーム)

9月 敬老会 10月 ミニ運動会

11月 手作りおやつ(ねぎせんんべし、)・季節の花植え 12月 クリスマス会

1月 新年会 2月節分

3月 手作りおやつ(桜餅・抹茶もち)

その他季節ごとの変わり風日(笹風日檎)

随時 誕生日カードプレゼント・手作りおやつ・夏のデザート週間(年4回)等

(2) 研修実績

4月 「接遇についてJ["業務の振り返りと変更」

7月 「入浴研修JI業務をスムーズに進めるにはj

10月 「カスハラ・パワハラについてJ["虐待・身体拘束について」

11月 「感染症予防についてJ["入浴研修」

3月 「介護技術やその他困っていることJ["一年間の反省」

(3) 地域連携活動

随時:末広ハイツ高齢居住者からの生活相談

12人参加

11人参加

12人参加

16人参加

16人参加

前年度比

92.8% 

109.8% 

113.7% 

103.5% 

103.9"/0。

110.5% 

118.8%。

|総括衰 支出(53)(57~

4.認知症対応型通所介護(デイサービスセンターことぶき) 定員 12人
(1)サービス提供日及びサービス提供時間 月曜日から土曜日(111~ 113 を除く)・ 8:45~17:15

(2)サービス提供実績

ア ことぶき(認知症) 一日平均...7.9人利用

月 日iJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

開所日数 26 27 25 27 26 26 27 25 27 24 24 26 310 310 

利用者数 22 20 20 21 20 20 22 22 23 23 22 24 259 264 

利用件数 203 1伺 204 2お 216 206 199 190 2ω 却2 1但 221 2，455 2，475 

1日平均fl数 7.8 7.0 8.2 8.3 8.3 7.9 7.4 7.6 7.7 8.4 8.0 8.5 7.9 7.9 

(3)行事・レクリエーション

4月 お花見散歩・花植・手作りおやつ(にらせんぺい)

5月 百々川鯉のぼり見学・手作りおやつ(玉ねぎ、せんべし、)

6月 手作りおやつ(白玉フルーツあんみつ)梅漬けの処理・梅シロップ作り

前年度比

100.0% 

98% 

99% 

100% 
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キュウリの浅i責け作り

7月 梅のぽたぽた漬け作り・夏祭り(アイスクリーム)・昼食ノくイキング

8月 夏祭り(アイスクリーム 9月 敬老会(マンドリン演奏・詐欺講座・仮装大会)

避難訓練・手作りおやつ(こねつけ)

10月 運動会・干し柿作り・さつま芋掘り・カボチャ収穫

11月 リンゴ狩り・手作りおやつ(さつま芋の茶巾しぼり)・菊花展見学

手作り昼食(カボチャたっぷり煮込みうどん・カボチャの煮物・ゼリー)

干し柿作り

12月 クリスマス会(ギター・マンドリンの演奏)

手作りおやつ(カボチャの茶巾しぼり)

1月 新年会(獅子舞・大正琴)初詣(米持神社 2月 節分(豆まき)・昼食ノくイキング

3月 人形博物館見学

随時お誕生日カードプレゼント・散歩

ω研修実績
4月 業務分担・分担内容の見直し・介護技術(入浴研修)

6月 接遇について(スピーチロック)

8月 認知症について(ひもときシート)

11月 感染症について

3月 高齢者虐待について

(5)視察・地域連携等活動

9月 運営推進会議開催

3月 運営推進会議開催

5.居宅介護支援事業

8人参加

8人参加

8人参加

7人参加

7名参加

院括表 支出(521

-要介護状態にある高齢者等の心身の状況や生活環境、ご本人・ご家族の希望を把握し、居宅

サービス計画(ケアプラン)の作成、サービス事業者との連絡調整、介護保険申請の代行な

どを行い、イ主みJ慣れた地域で、安心して生活できるよう支援する事業。

(1)サービス提供日及びサービス提供時間 月曜日から土曜日 (12/29~ 1I3 を除く)・ 8:30~17:15

(2)サービス提供実績

居宅介護支援 1人平均…約 31.6件担当

介護支援専門員 4 月 ~2 月 6 人体制 (4 月 ~5 月常勤換算 5.6 人、 6 月 ~2 月常勤換算 6 人)

3 月~ 5人体制 (3月~常勤換算 5人)

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度 前年度比

開所同数 24 24 26 26 27 25 27 26 26 27 25 24 307 304 1∞.9% 
介護保険件数 142 143 148 149 144 143 151 154 162 165 164 166 1，831 1，787 102.4% 

介護予防件数 23 24 22 24 24 24 26 27 25 26 27 28 3∞ 261 114.9% 
介護予防マネジメント 10 9 10 11 8 9 9 9 10 9 10 12 116 111 104.5% 

合計件数 175 176 180 184 176 176 186 190 197 200 201 206 2，247 2，1ω 104.0% 

1人平均件数 29.1 29.3 30 30.6 29.3 29.3 31 31.6 32.8 33.3 33.5 41.2 31.8 32.1 99.1% 

制度上での 1人平均数 24.9 25.1 25.8 26.1 25.3 25.1 26.6 27.1 28.3 28.9 28.8 35.1 27.3 
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-特定事業所加算Hを算定し、包括支援センターから紹介された支援困難ケースに対し、積極

的に取り組んでいる。

※介護支援専門員一人当たりの担当件数については、介護予防支援の件数を 3分の lとして換算

し、介護予防ケアマネジメントの件数は算定に含めない。

(3) 研修実績

4月 事業部研修会「職員倫理、介護支援専門員倫理・義務、個人情報、プライパシ一保護、

BCP事業継続計画、虐待防止研修J6名参加

5月 ※「本人の望む暮らしを理解しようJ6名参加

6月 ※「消化器がんについてJ6名参加

7月 ※「身寄りのない方への支援と権利擁護J6名参加

7月 事業部研修会「ケアマネマネジメントで行う家族支援、在宅で、の基本J6名参加

8月 ※「相談援助者養成研修・スーパービジョンJ5名参加

9月 ※「入退院時の連携における多職種研修会J5名参加

9月 「対話スキルの必要性」居宅介護支援事業所合同研修会(グリーン在介介護支援センター)5名参加

10月 ※「利用者や家族の望む暮らしを理解するj事例検討 3人参加 グループP55iJA 

11月 ※「利用者や家族の望む暮らしを理解する」事例検討3人参加 グループ。別B

11月 事業部研修会「地域共生社会と生活困窮者支援J6名参加

1月 ※須坂市ケアプラン点検連絡会4名参加

2月 ※「須坂市高齢者虐待防止研修会J1名参加

※市役所包括支援センター主催

通年・毎週水曜日検討会議開催(課題共有、支援方法検討、新規利用者進捗状況報告等)

-毎月第2水曜日、事業所内事例検討会議の実施

-自己研修計画に基づき年3回の自己研修実施、報告

・年度末に自己評価・振り返りシートの実施

-介護支援専門員実務研修生の受け入れの実施

|総括表 支出(48~

6.地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護事業・短期入所生活介護事業

(地域密着型特別養護老人ホームぬくもり園)

地域密着型介護老人福祉施設 定員29人・短期入所生活介護定員9人

-家庭的な雰囲気の中で、地域や家族との結び、つきを重視し、常に介護が必要な方に、入浴や

食事などの日常生活上の支援や機能訓練、療養上の世話などを行う事業

(1)サービス提供日及びサービス提供時間 365日24時間体制

(2)サービス提供実績

ア 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 (要介護 3~ 5) 

月 日IJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度

開所日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 365 

実利用者数 29 29 29 28 29 29 28 28 30 29 30 29 347 340 

利用件数 832 856 841 868 880 819 821 796 866 841 695 895 10，010 9，907 

1日平町'[数 28 28 28 28 28 27 26 26 28 27 25 29 27.4 27.1 

イ 短期入所生活介護 (要支援 1~2 ・要介護 1 ~ 5) 

前年度比

100% 

102% 

101% 

101'iも
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月 日IJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度 前年度比

開所日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365 365 100% 

実利用者数 27 31 29 30 28 29 34 37 37 31 28 36 377 366 103% 

利用件数 247 261 236 257 247 254 266 280 268 249 219 215 2，仰9 3ヲ070 98% 

1日半均件数 8 8 8 8 8 8 9 9 9 8 8 7 8.2 8.4 98% 

(3)行事・レクリエーション

①行事

4月 お花見会 5月 開所記念式 6月ハローアニマル動物交流 7月 みんなの花火大会

8月 花火大会 9月 敬老会 11月 焼き芋大会 12月 クリスマス会 1月新年会 2月

節分ふれあい動物園

②外出

りんご狩り 初詣どんど焼き 買い物一時帰宅花見

(必研修実績

4月 事故防止対策研修会(ヒヤリハット検証服薬介助)

4月 虐待防止研修会(不適切な介護の検証)

4月 身体拘束防止研修(基本理念)

4月 BCD研修会(感染発症時の業務の継続)

5月 事故防止対策研修会(ユニットごとの事例検討)

6月 感染症対策研修会(排世介助の感染予防)

7月 口腔ケア研修会(歯問ブラシの活用法の実技)

8月 看取り介護研修(QODについて)
10月 BCD研修会(感染発症時の業務の継続)

10月 虐待防止研修会(老人ホーム入居者殺人事件について)

11月 感染症対策研修会(コロナ対応の変更)

11月 BCP訓練(感染症対策、予防衣・マスク・手袋の確認)

2月 身体拘束防止研修(ユニットごとの事例検討)

3月 消防訓練(避難・通報)

3月 BCP訓練(災害時の図上訓練)

(5) 視察・地域連携等活動

①運営推進会議開催(年6回開催)

テーマ ・職員研修について ・感染対策について

N 障害者総合支援法に基づく事業の経営

1.居宅介護事業

32人参加

32人参加

32人参加

20人参加

23人参加

23人参加

25人参加

21人参加

20人参加

27人参加

21人参加

8名参加

29人参加

24人参加

21名参加

院括衰支出C6q

・障がい者を対象に、ホームヘルパーが家庭を訪問し、食事や排世などの日常生活上の介護や調理や

洗濯等の生活援助を行う事業

月 日IJ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度 前年度比

人 貝 27 27 26 27 27 28 30 30 30 29 27 25 333 348 95.7% 

利用回数 325 333 318 347 324 303 323 323 375 346 270 396 3，983 3，770 105.6% 

時 間 273 252 241 265 265 232 250 250 281 253 207 212 2，981 2，852 104.5% 

総括表 支出C50~
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2.移動支援サービス事業

・移動が困難な人に、自立した日常生活や社会参加のため外出時の介助などの支援を行う事業

月 日リ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 前年度 前年度比

人 員 6 6 6 5 5 5 7 6 6 6 6 7 71 79 89.9% 

利用回数 14 17 14 10 8 9 17 14 13 12 10 12 150 197 76.1% 

時 間 21 21 20 17 15 17 24 21 20 20 17 23 236 248 95.2% 

|総括衰 支出(49)(60~

3.相談支援事業

・障がい児・者の心身状況、生活環境等を把握した上で、適切な医療や福祉サービスを総合的かっ

効率的に提供されるように利用計画を作成する事業

月 見1) 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 a 

計画相談 。O O 1 O O O 。。。。
支援件数

障害児相談
O O O O O O O O O O O 。

支援件数

V 指定障害福祉サービス事業所 「ぶどうの家J(定員 20人)

1.利用状況(R8.3. 31現在) 一日平均利用者数

(1)登録者数

(2)平均年齢

月 日Ij 4 

開所日数 21 

登録者数 15 

通所実人員 14 

一日平均数 8. 1 

5 

22 

14 

14 

男性 10人

男性 51. 0歳

6 7 

21 22 

15 16 

13 14 

8 

17 

16 

15 

7. 7 8.0 8.3 8. 5 

女性 7人

女性 40. 7歳

9 10 11 

21 23 18 

16 16 16 

14 15 14 

8. 7 8. 9 8. 1 

8.4人

計 17人

全体 46.8歳

12 1 2 

20 19 19 

17 17 17 

15 13 15 

9. 1 8. 3 8. 1 

3 

22 

17 

15 

8.5 

計 前年度 前年度比

2 5 40% 

。 。 。%
総括表 支出(48~

※市指定

言十 前年度 前年度比

245 244 100.4% 

192 163 117.8% 

171 149 114.7% 

8.4 8.2 102.4% 

(一日平均数の計は年間平均数)

2.体験者・実習生・ボランティア等の受け入れ

(1)体験者・実習生

(2) ボランティア なし

3.作業内容

(1)企業の下請け作業

(2)受託清掃作業

(3) 自主製品

-ペットフード類のセットアップ

・市防災活動センター/公衆トイレ(新町・太子町)/塩野浄水場管理棟

トイレ/特養ぬくもり園

-瑚排豆(自家培煎)/娃等
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(4)単発的な作業

4.行事等

(1)消防訓練

恒例の夏冬の物資斡旋販売のほか、イベント等への出届、取引先の

拡大、事業所への出張販売など販路拡大に努めた。

-赤い羽根冊子貼り付け (9月)/えびす講笹札付け(10月)/ 

ぶどう保護笠の整理 (9"-'10月)

①第 1回 11月6日(木) 地震を想定した避難・通報訓練

②第2回 3月4日(水) 火災を想定した避難・通報・消火訓練

(2) R C T (リフレッシュカルチャータイム)を年間随時開催

• 5/22クラフトフェア昼食会 ・6/18コーヒー勉強会 ・7/9特別支援学校カフェ視察

• 8/12外食17守レット注文、会計研修 ・10/1イオンモ→須坂視察 ・12/26仕事納め(昼食会)

・3/311年の振返りと昼食会

総括表 支出(62~


